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中国人に見られる口頭表現誤用の傾向
竹 中 憲 一
はじめに
筆者は1981年夏から1985年夏にかけて,北 京の日本語教師研修セソター
で白頭表現の授業を担当し1その間に中国人研修生の口頭表現の誤用を採
集 した。本稿は.この口頭表現の誤用例を分析 し,中国人研修生の口頭表現
の誤用の実態を明らかにして・その誤用を類型化することを目的としたも
のである。
1.口 頭表現誤用例の採集対象
本稿の口頭表現誤用例の採集対象は 日本語教師研修セシターの中国人研
修生そある目。臼本語教師研修セ ンターは外務省 。国際交流基金のr対中国
日本語教育特別計画」にもとず き,1980年8月から1985年7月まで5期 に
わたっている。研修生は地域割 りによる選抜試験をもとにした全国各地の
大学の 日本語教師である。毎年120名を募集 し,5年間で595人が修了し
た5平 均年齢は第1期35歳,第2期33歳,・第2期30歳,第4期29歳,第5
期29歳と年をおづて若 くなっている。
第3期(1982年9月～1983年7月)を例にとって大学,研 修生の構成を
表にす ると次めようになる。
研修生の所属大学の種別
18校.目 畠校 』3校15校27校
総合大学 師範系 文科 外国語系(
単科)
理工系
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種別による研修生構成
31入14人2人
4'7!〆!〆〃 μ ・・
!二り〆ウ/'ゲ'
総 合 大 学 師 範 系 文 科〔単 }
46人 26人
外国語系 理工系
日本語専攻,非 専攻担当別による研修生構成
文科系の日本語専攻 理工系の日本 語専攻
4人文科系非専攻.
23人
理工系非専攻
研修生のほ とんどが日本語専攻科の教師である。
地域的にみると,チベ ット自治区,寧夏回族自治区,雲南省,青 海省,
江西省を除 く全ての省自治区か研ら修生が派遣されて来ている。
研修 セソターの授業はすべて 円本人派遣講師(常時15名)によって行な
われる。・
2.ロ 頭表現の採集方法
外国語学習における習得すべ き言語能力の中で,目目口頭表現の占る割合が
高いにもかかわらず,口頭表現の運用面についての研究は不十分だといわ
ざるを得ない。筆者は日本語教育にたず さわ ったば期 りで,口頭表現の概
念,範 疇についても曖昧な点があ り,手さく吻 の作業であることをは じめ
におことわ りしておきたい。
ここで問題にする口頭表現 とは,場面に応じた種々の独話形式と,問答
法による教師との応答にみられる表現形式を中心 とした もので,発音,ア
クセ ント,目音調等の音声的な間題慮瞳除いたど具体的には次のような授業
の中で採集 したものである。
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第1段 階
第2段 階
第3段 階
第4段階
第5段階
第6段 階
第7段階
第8段階
第9段 階
第10段階
1ビデオ壷 鞭 嘩司・
↓.目......目目一目
.2-3ふ目 トに分け再提示
↓
'ビデオの静,内 容,皿鵡1
名詞,錐 解語の解説1
↓
.研修生からの内容質問
↓
1ビデオの内容に関する質問
.と弊 生の回答
↓
1墓 墓　 を1分　
カットの内容について研修'
生相互の対話↓
一.録 音 回答表現'
一 録音 独話表現
録音 対話表現卜
"謡 麺(臥 の誤用,典1
型的誤用)誤朋 プ謄.!
↓
..↓
誤用例プクント中の典型例
の解説
一→課外個別指導
ビデ煙 見蹟 筋 娠 省.
↓
図1
口頭表現には話.し手が一人で話す独話形式のものと,相手との間にかわ
される対話形式のものとがある。採集 した誤用例の7割 は独話形式による
ものである。独話形式の表現はおのず と書きことば的にな り,厳密な意味
での 口頭表現 とはいえない。・また,採 集方法も自由な対話形式によるもの
でなく・ ビデオの画面を媒介としたロ頭表現であ り・その牽現領域はかな
り限定 されたもの といわざるをえない。具体的には,ビ デオの画面に太郎
が花子を殴って㌧.・る場面が映 し出された場合,r太郎が花子を 殴 った」等
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とい う客観的表現と 「殴られた花子は可享そ うだ」等という奪覆らかの判
断や感想を含む主観的な表現の両方を研修生に要求した。前半期は観察者
的な立場にたった客観的表現に重点を置き,後半期は登場人物の立場に立
った主観的表現を重視させるように した。
ピデオ教材としては国際交流基金日本語諏育 ビデ牙教材 『わが美わしの
友』『女が職場を去る日』を使用 した。
採集に当っては,LL教 室を使用し,120名の研修生の発話を録音 し,
分析の対象 となるような誤用例3000を選び分析の基礎資料とした。
3.ロ 頭表現の誤用の範囲
口頭表現は,文 章表現に比べ規範性がゆるい占それは口頭表現が場面,
音声,身 体的表現等への依頼度が高いことによるものである。また,表現
主体がそれな りの理由があって行なった発話が聞き手,つ まり分析者の受
けとめ方によって課用 と判定零れ峯;と 準ある。.口頭表現にお町う語の省
略は場合によって語の欠落とみなされ,倒 置は場合によって不整 とみなさ
れる。つま り,口頭表現め誤叩の判定は聞ぎ手の主観的な判断に左右され
る場合がある。本稿では口頭表現の誤用を聞ぎ手である日本人(筆 者)が
聞いて,主観的な判断を排除 してもなお不 自然 と感 じたもの,許容限度を
超えていると思われるものとした。
口頭表現の誤用例を品詞別に分類すると図2の ような結果となった。
次に陵国立国語研究所報告8『 談話語の実態』・(1955年)の目頭表現の
品詞別延ぺ語数の調査と上記の口頭表現誤用例の品詞別分類を比較すると
図3の ようになる。
助詞 ξ助動詞の場合は,使 用比率にぐらべ誤用比率が少ないのは外国人
学習者の場合おのずと複雑な構文をさけ簡単な構文を選ぼ うとする傾向が
あるか らであろう。研修生め口頭表現の文型のほとんどは,1単純かつ直接
的な表現であ り,娩曲表現,此喩表現,.反語表現等はほとんど用いられて
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副詞
2,1%その他
3.93,3・
6,6%%
錫 助目
形
答 詞詞
23.2%3
,目000点助 詞
.40.2%
動 詞
20.7%
名 詞
図2
品 詞
助詞助動詞
名 詞,
動 詞
副 詞
形容詞形容勤詞
そO他接続詞感動詞等
口頭表現の品詞別
..比率(国研〉.
47.6%
.20.4%
.12.4%
6.1%
3.9%
目 7.4%
口頭表現誤用の品目
詞別比率(本調査)
27.1%
.20、7%
..40.甥
1.6%
年・6%,,.
目目3β%』
.図3,
いない。
ド∵名詞はほぼ同比率である。誤用のほとんどが語彙力め不足によるもので,
その中でも外来語の誤用が比較的多い。参考までに上げておくと,筆考は
90名の研修生を対象に国立国語研究所の.目r新聞の語彙調査」(1971)の度
数外来語衷の使用順位1位 から335位までの語について,翻訳法による理
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解力 テス トを行 ってみた ことがある。平均、点数 は100点満点中60点に満 た
なか った。その外来語を分類 し研修生 の外来 語把握傾向を調査 してみた。
比較 的把握 してい る外来語 は教室用語(レ ポ ー ト,テ ーマ,メ モ等),食
物 の名(コ ーヒー,・トマ ト,パ ン等),建 物 に関す るもの(ト イ レ,プ ー
ル,ビ ノレ等),器 機 の名(カ ラーテ レビ,力目メラ,ス テ レオ等)で ある。
あま り把 握 していない外来 語は職業名(パ イ ・ ッ ト,タイ ピス ト,ア ナウ
ンサ ー等),芸 術に関す るもの(ス ク リー ン,オ ーケス トラ,ミ ニージ ッ
ク等),短 縮型 の外来語(プ ・,ア マ,ア ナ等)で あ る。 また常 用度が高
い割 に全 員が答 えられ なか った外来語の中に,パ レー ド,ヒ ッ ト,ミ ュー
ジカル,グ ラビア,ス トアー,ビ ジ ョン,ピ ンチ,ラ ベル等 の語 があっ
たo
名詞 の誤用の中で次 に多か ったのは指示 詞 「こそあ ど」 である。
○単 身 赴任者にはい ろい ろ困難があ らます。 この中で一番大変 なことは
健 康管理 の問題 です。
指 示詞 の中で,特 に被指示対 象 との照応関係 に関す る誤用が多 くみ られ
た。
この他,類 義表現選択,形 容詞の名 詞化 等の誤用 もみ られ た。
副詞 につい ては陳述 副詞 の呼応関係 と擬 声語 ・擬態語 の 誤 用 が 多 か っ
たo
擬音語 ・擬態語については,国際基督教大学の擬声語,擬 態語に関する
ビデオ教材rね こ,に やんに やん』を使用 して,研 修生に テストを行っ
た。中国語のオノマ トベアは日本語ほど多様でな く,擬態語につい宅は皆
無に近い。そのためか成績は非常にかんば しくなかった。
形容詞 。形容動詞は語彙力の不足に よるところの感情表現の誤用が多か
った。目
次に,誤 用例の最 も多かった動詞について具体的に検討を加えてみるこ
とにする。
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5.動 詞の誤用
動詞の誤用比率が40.2%と高いのは中国人学習者にとって日本語の動詞
の用法か複雑かつ難解であることをものがたっている。動詞の中でも動作
動詞,感 覚動詞の誤用が多 くみられた・さらに動詞の誤用内容を分類する
と次のような結果 となった。
誤 用 の 内 容 、動詞の誤用数 誤用動詞に.占1める割合
イ)類義表現の選択誤用 218118,1%
・)非 日本語表現 216 ・17,9%目
ハ)変動詞の誤用目 138 11.4%
二)待遇表現の誤用
1三131
9.4%
.ホ)複 合動詞の誤用 92 7,6庵
へ)ア ス ベ ク トの 誤 用 "9217.6%
ト)中国語の干渉による誤用 !9.t5.8%
チ)テ ンスの誤用 55
リ)動詞の欠落による誤用
ヌ)不必要な動詞表現の誤用 471
52
4,6%
4β%
3.9%
ル)慣 用的表現の誤用 44 3.6%.
ヲ).自他動詞の誤用
?? 2.1%
ワ)名詞表現との混稚 よる誤用.i. 2・1 L7%.
ヵ)活用の誤用 131
8
1.1%
ヨ)語順の誤用 0,6%.
図4
イ,類 義表 現の誤用.
○ペ ンフ レ著 ド募集 とい うよびかけを発見 しました。(見つけ ました。
読み ま した).
or若 い仲間」 とい う雑誌 で聞いたんです。(知 ったんです)
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O愛子 さんは桑太郎さんを見たかったが,桑 太郎さんは来ながった。
(に会いたかった)'..
動詞の中で類義表現選択に関する誤用率が高いのは語の意味の異同につ
いて十分理解していないことによって起るものと考えられる。これらの類
義表現の中で多い誤用は知覚感覚動詞である。その中でも特にr考 える」
「思う」r感じる」の使い分けと 「知る」.とrわかる」の使い分けが特に多
い。その他,若 干ではあるが各 の々表現にみられるプラス評価,マ イナス
評価の混同,話 し言葉,書 き言葉の混同がみ られ たg.
ロ,非 日本語的表現.
oド ラマを見てまず 目の前に出るのは愛子 さんですね。、・(登場する)
oオー トバイに走って,ぎ ずして,見せる顔がない。目
非 日本語的表現 とは,・.日本語 としてきわめて不目然な表現を さす。「ま
ず 目の前に出る」とい う苦心 した表現はr登場する」 とい う語を思いつか
なかった結果生 じた誤用で,語彙力の不足による目ものであろ う。非 日本語
的表現の誤用は強いて分類すれば他の分類項 目に分類することができるが,
誤 用の程度がはなはだしいものをまとめて非 日本語的表現とい う項 目をた
てた。 この他,「や り,もらい」 の授受動詞の誤用が多かっ・たのは,ピ デ
オの画面を通 しての口頭表現であるため,発話 め主体が自分なのか,ビ デ
オの登場人物なのかわからなくなったために生 じたものと思われる。
ハ,サ 変動詞の誤用 「
G変態したおじいさんを監視して下 さい。
Oペ ンフレンドしょうとさそった。
O浩の父は深 くわびをしましたQ目目
サ変動詞は動詞の中で最 も基本的な語であるだけに用法も広 く,文型に
よ目bでも意咲が変化する.ので誤用も多か6た 。r漢語+す る」の言い方は・
本来,動 作性をもつ漢語に しか使われないが,恣 意的に・[する」を付ける
誤用がめだづた6'r外来語+す る」.⑳場合 も.rぺγ7レ シドする」:のよ う
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に外来語の意味をよく理解 しないで機械的にrす る」をつけ丁文通す る」
という意味で使っている例がみ られた。同様の誤用例 ど して 「ピアノす
る」「ミシンする」等があった。.
逆に本来r漢 語+す る」の 形をとるべ ぎとごちを和語を使 って意味をと
りちがえた 「中国南極隊が探 った」'(調査する)「そろばんで数える」(計算
する)等 の誤用例も若干 あった。 また 「浩の父は深 くわびを しました。」
という上記の誤用例は 「わびる」 とい う動詞があるにもかかわらず 「わび
をする」とい うr名詞+を する」・冨の型な無理に作 り出 した例セrある。同様
の誤用例としてr答 えをする(答 える)」r許.しをする目(許す)⊥「誘いをす
る(誘 う)」等力～あった。=.
・出,待遇表現の誤用・
.つ愛子は桑太郎め手紙を うれ しそうに拝見しました。(読み豪 した。)』』
.O明と典子は学生時代に結婚 されたん脅す。ぐしたのです。)
○浩は帰 りました時,み んなおきているので変に思い ま した。(帰づ
目た。.)目
一ビデオの画面を通 しくの独話形式と対話形式の場合,目画薗の客観的表現
が中心 となるため待遇表現を使用するこ'とはまれである。・待遇表現め誤用
には,研 修生がビデオの画面の登場人物と人間関係をもづているかのよう
な錯覚におち㌧.・り,敬語を使用 してし'まう・こど.による目ものが多か らた。
進んだ段階で,発話の視点をビデオの登場人物においた口頭表現練習を
試みたが,待遇表現にかな りの混乱がみ られた。・そこで,登 揚人物Aの 視
点に立ち.,登場人物Bに 手紙文を書かせるという練習を経て・発話の視点・
人聞関係を明確にした上で口頭表現練習を行 うことを試みてみた ところ若
干ではあるが進歩がみられたげ.目
またが文章表現でも多い誤用の一つで ある がr浩が帰・りました時」r私
の録音をなお しになってもらいたいです」等 の文中の待遇表現の誤用がみ
られた。'目
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ホ,複 合 動詞の誤用
O二人 は大 学で知 りま した。(知 り合い)
O浩 はオ ー トバイを乗 って回る(乗 り回 る。)
Oシ ョックを受 けてそのまま寝 ころんで し豊いま した。(寝 ζんで)
複合動詞は 中 ・上級 の学習者に とって表現 力を高め るには どうしてもマ
ス ターしなければ ならない用法 の一つであ る。
複合動詞 り誤用は大 き く3つ に分類 でぎる。用 例の ように,本 来,複 合
動詞 で表 現すべ きところを単純動詞に よって表 現 した誤 用 で あ る。「結婚
する」rけ んかす る」 といった常に行為 の相手を必要 とす る相互動詞 と,
r知る」r取 る」等 の動詞 とを区別 して把握 してい ない ところ か ら起 る誤
用 と思われ る。第2は 「乗 って回る」の よ うに二つの動詞を単 に接続助詞
を用いて連結 させ るために異 なった表現にな った例であ る⇔第3はr寝 込
んで」 とい うところを 「寝 ころんで」 とした例で ある。 これは後項動詞の
選択を誤 って意味 が異な って しま った誤用 で あ る。そ の他,r乗 り回 る」
r乗り回す 」の よ うに,後 項動詞 の自他動詞 の誤 用によって意味が異 な っ
.て しま った誤用・「死 に きる」「オー トバイで走 りかか至」.とい った アスペ
ク トに関係す る誤用 も若干み られた。.
へ,ア スペ ク ト,.補助動詞 の誤用
C愛 子 さん とデー トす る ところを隣 りゅおば 書んに見 られ た。(して
いる)
Q口 頭表 現の授業を受 け∫か ら8ヶ 月たち ま した。.(受けは じめ て)
oち ょうど,そ こへ 隣 り お ばあさんが入 りま した。(入って ぎ ま し
た。).
アスペ ク・トは中国人学習者に とって難、獣だ といわれている。 しか し,中
国に も完 了を表わすr一一了」,持続を表わすr一 着」始動 を表 わ すr一 起
目来」継続 を表わすr一 下去」経験を表わすr一 過」があ り一動詞 の後接成
分 と して アスペ ク トを表わ してい る。 これ らは必ず しも 日本語 と対応関係
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にある目とはいえないがド対 照関係を明確にすることによづで誤用を克服す
るのに役立つと、思う。
文中のアスペクトの誤用の多 くはr旅行 した間」目(旅行 していた間)「ち
ょうどご飯をたべた時」(たべている時)「大学に行 った時」(行っていた)
等のように,継 続を表わすアスペクトが多かづた。
補助動詞r～ てくる。～てい く」の使用例には,ビ デオの画面を通して
の口頭表現であるため 「北京に出張した兄を訪ねる」のように,尭 話者の
視点がさだまらないためにお二ったと思われる誤用が若干あった。
ト,中国語の干渉による誤用
○(ビデオを見 て)r声が趣.}」(音がでていない)
O睦子は御主人にたのんで,浩 さんを厳 しく要求して下さいといいま
したo(しつけて)」
○明さんは北海道大学を出て東京の会社に分配されまLた.(就 職 し
ましだ。)
ここにあげた誤甫倒ほ日本語の語◎意味 ・用法に関する珪解力の木足に・
起因するものであるが誤用の直接のぎっかけとしては中国語の千渉がある
と考えられるものである。中国語の干渉による誤用は大ぎく二つに分類で
きる。目
第1は 「スイッチを開 く」(入れる)r薬をたべる」(のむ)r劇を聞く」
(見る)といった語彙 レベルでの干渉である。第2は 上記 の例 に あげた
r睦子は御主人にたのんで,浩 さんを厳 しく要求して下さい とい い まし
た」(睦子央求丈夫悦"称 要戸格要求浩")といった構文 レペルでの干渉で
ある。つまり,中国語の溝文をそのままお きかえ七 しまったごとによる誤
用である。第3はr東 京の会社に分配 された」(就職 した)とい った 中国
の社会事情をそのまま日本語の表現の中にあてはめた ことによる誤用であ
る。中国では大学生は卒業すると国家が職場を指定す るシズデムになって
お り,そのことを中国語で 「分配」とい う。この他 動詞単独め誤用では
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な く,文法上の干渉 とみられる助詞 を含 めた 「エ レベータを乗る」てに〉
「大学を入学する」(に)等がある。これ は中国語のr動 詞÷目的語」を
機械的にrを 」格で置きかえたための誤用である。
チ,テ ンスり誤用・
or若い仲間」とい う雑誌はたまたま読むのですから…(読んだ)』
○検査のために6人部屋に入ったことにな り一・ました。目(入る)
中国語の文法体系にはテ ヒスの概念がない。 例えばr訪 問fanw色n」
とい う動詞には目r訪問する」 と 「訪問した」一両方の意味が含まれてお り・,
文脈がテンスを決定する。または一部の副詞(時 間詞)目によづてテンスを
表す。 日本語のように動詞と一体の形で表されるテ』ンスリ表現は中国人学
習者にとって難関の一つ といえようσテンスリ誤用はr教 室に着いた前に
琴ルがなった」(着く)「東京は雪がふって寒むかった.と感 じま した」(寒
い)と い うよ う年文中のテンスの処理の誤用淳舞かった・中国語 との対照
を考え,テ ンスが発話時点を基点にしていることを学習者に徹底させ,発
話時点を移動さ.せながら動詞の変化を反復練習させたところ,多少は誤用
が少なくなったよう・に思 う。.
リ,動詞の欠落による誤用
○桑太郎はオー トバイの暁 顔にけがをした。(～に乗っている)
○家にも退屈だから気晴ヤにいらっしゃったら'様いて)
動詞の欠落による誤用は外来語につづ く動詞の欠落が多かっ・た。 これも
外来語についてゆ理解力が不足 していること.によるものと思 う。
ル,慣 用的表現の誤用、.「
g年寄 りのくせに色 目をつける(つ恥 与.)目目
.o桑太郎はちょっ・と目実をつけて(も うけて)・
口頭豪現において慣用的表現を意識的に使挙 うとする研修生は日本語の
水準がある程度の レベルに達 しているとみてよ㌧.、。慣 用句の構成はrお た
か く/とまる」r手心を/加 える」のよ う一に前部要素と後部要素に分ける
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ことがでぎる。研修生の誤用は後部要素に多くみ られたφ
.ヲ,自 動詞,他 動詞の誤用
○ふんわ り,と体がもちあげるような気持になった,(も目ちあがる)・
O愛子の母はひどく腹をたちました。(たてました)
自動詞,他動詞につい ては,中 国語にもr及物動詞」r不及物動詞」の
区別があり,働きかける対象 となる目的語が くる場合をr及 物動詞」 とよ
び,そ うでない場合をr不 及物動詞」 とよんでいる。 日本語の他動詞,自
動詞に近い概念をもつものと考えてよいと思 う。 しか し,日本語のよう目な
意味上の対応関係のない自他両用に使われる動詞が多い。こうした ことか
ら自動詞,他 動詞の用法は研修生ぴヒとって難関 の一 つ であ る。特にr死
ぬ」r泣く」のような対応関係に立つ他動詞を もた ない 自動詞,目r耗す」
rたぺる」のような対応関係に立つ自動詞をもたない他動詞の用法が難 し
いように思、われるo目'
ワ,目名詞表現とめ混乱による誤用
Q桑太郎はさそいを しました。(さそいました)
○孫が来なくて悪かったとわびをしました。(わびました)
中国語の場合,例 えば 「理解1iji6」r発表 蟻b漁o」等は 名詞 としても
動詞としても用いられる。語の品詞決定は文脈が重要な要素 となる。研修
生の誤用の原肉はここにあるようだ。特に多い誤用はr～をする」 の文型
が期待されるのに,それを正 しく使って㌧.・ないケースであった。この種の
誤用はrサ変動詞の誤用」(前記rハ 」)の項目に入れることもできる。
カ,活用の誤用
O愛子はジュ」スをのみなかった。(のま)r
活用の誤用はかなり基礎的な誤用に属 し,誤用例もわずかであった。
ヨ,語順の誤用
O桑太郎は風邪がなおったあと起 きたり寝た りしている。(寝た り起
きた り)
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○家の前を来た り行った りする。(行った り来た り)目目
この種の誤用は中国語の干渉に属するといえるか も目しれ ない。例えば
「寝た り起 きた り」.は,中国語 で 「時起時臥」・.とな り,「行った り来た り」
● ■
は 「走来走去」とな り,目動詞の位置がいれかわる。
●,
おわり1こ
学生は教師の作品であるといわれるように教師の欠陥ももっている。 日
本語教師研修 センターには巾国の各地からジそれぞれ異なった日本語教育
の経験をもつ教師が集まって来る。この中国人 日本語教師の誤用の傾向を
分析することは,中 国人学習者の総括的な誤用傾向を知る上で役にたづと
思 う。 しか し,目筆者は中国語教育にたずさわってきた ものであ り,日本語
教育に対 し入門者の域を出るものではない。その意味で本稿ば口頭表現誤
用研究の一資料にすぎないことをおことわ りしておく必要があると思 う。
最後に,本 稿について,慶応義塾大学の倉持保男先生より種々のお教え
を賜ったことに厚 く感謝申し上げたい。
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